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業績予想の修正に関するお知らせ 

 

最近の業績の動向等を踏まえ、平成 25年５月２日に公表した平成 26年３月期通期業績予想を下記の

とおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１．平成 26年３月期（平成 25年４月１日～平成 26年３月 31日）通期業績予想数値の修正 

（単位：百万円） 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 5,500 415 411 246 72円 01銭 

今回修正予想（Ｂ） 5,500 250 245 152 44円 12銭 

増減額（Ｂ－Ａ） － △165 △166 △94 － 

増減率（％） － △39.8 △40.4 △38.2 － 

（ご参考）前期実績 4,922 375 377 218 64円 23銭 

 

２．差異および修正の理由 

 当社の主力事業であるイベント・展示会への出展及び主催サポートサービスにつきましては、日本経

済の緩やかな回復基調を受け堅調に推移しております。また、新規事業として位置付けるコンファレン

ス＆コンベンションサポートサービス、商環境サポートサービス並びにデジタルマーケティングサポー

トサービスにつきましても、それぞれの事業基盤を確立し新たな収益の柱としていくという事業戦略が

順調に進捗していることもあり、旺盛な受注環境の下で通期売上高については当初計画通り達成できる

見込みであります。 

 しかしながら、販促イベントの大型化に伴い、全国キャラバン等の地方案件が増加し、外注原価率が

上昇していることや「点から線へ、線から面へ」という長期的な顧客サポート展開にシフトするための

戦略的チャレンジ案件への取り組み等により、通期売上総利益は当初予想を下回る見込みとなりました。 

 この結果、営業機能強化を目的とした本社リニューアル費用や各事業基盤構築のために必要な人材補

強費、M&A 関連費用等、成長基盤整備のために投じた販売費及び一般管理費の増加分を吸収しきれな

い見込みとなったため、通期の業績予想を上記のとおり修正いたします。 

 

なお、配当予想につきましては平成 25年５月２日に公表の予想から変更はございません。 



                         ＮＥＷＳ ＲＥＬＥＡＳＥ 

 

今回の業績予想につきましては、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したもの

であり、実際の業績は、今後様々な要因によって異なる可能性があります。 

以上 


